
教育広報

第78号 平成19年3月14日発行

千 代 田 区 教 育 委 員会

http://kyoi ku.city.chiyoda. tokyo.jp/ 

子ども会での劇遊び みんなで考えたお話しを創作劇にして楽しみました。

（富士見幼稚園）
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主 な 記 事[-==) { l 

i * 「放課後子どもプラン」 ！ 
l 

・＊ 小学校における教科担任制

＊ 「学校保健会だより」

＊ 特別支援教育

＊ 夢の課外授業

* 3学期・後期課程の出来事
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平成19年3月15日で、千代田区が誕生 （旧翻町区と旧神

田区が合併）して60周年を迎えます。
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ブン』
在全て在IHな子ともだちの居場所にします！一

Q1 「放課後子どもプラン」が始まることで、 1日のスケジュールはとうなりますか。 1 

A 学校の授業峙閻中は今までと同様です。「放課後子どもプラン」では授業終了後

から午後 5時までの時商帯に、希望する児重に学校施設を「放課後子ども教室」と

して自由遊びの場に関放するとともに、必要に応じて、体験・学び・スポーツの場

の実施を検討していきます。

一方、「学童クラブ」は放課後から、最長午後 7時まで実施します。
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Q2 実施スケジュールを教えてください。 I 

A 平成 19年度中に準偽が整った小学校から順次、「放課後子ども教室」を実施しま

す。また、アフタースクール （民営の学菫クラブ）実施校以外の小学校における平

成20年度以降の「学童クラブ事業」導入を検討していきます。

| Q3 実施日を教えてください。 1 

A 学校のある月曜日から金曜日までの実施をめざしますが、事業が軌道に乗った後

には夏休みなどの長期休業中、土曜日の実施も検討していきます。

Q4 在校児童は「放課後子とも教室」に必ず参加しないといけないのでしょうか。 1 

参加については自由です。ただし、参加については登録手続が必要となります。

Q5 「放課後子とも教室」に参加する場合の登録手続を教えてください。 1 

A 登録申請及び保険に加入していただくことを予定しています。（学童クラブヘの

登録は、別途申込みが必要です。）

Q6 「放課後子とも教室」実施中は、との様な管理体制になるのでしょうか。 1 

A 指導員を配置して、自由遊びや体験の場など、児童の指導にあたリます。また、

宿題やご家庭にあるドリ）レ等の学習指導も行います。

Q7 放課後 5 時まで学校で過ごすことになると、下校時の安全•安心が気にかかります。 1
A
 

「ちよだまちかど見守り隊」のうちシルバー人材の配置を拡充します。

【お問い合せ】

教育委員会

保健福祉部

教 育指導課

次世代育成支援担当課

電話 (52 1 1) 4 2 8 6 

電話 (52 1 1) 4 3 3 5 
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グ ヽ
放課後子どもプランとは、子どもたちの健全育成、安全•安心、子育て支

援の充実を目指して、小学校の放課後から午後 5時まで、子どもたちが小学

校で自由遊びやスポーツ、学び、体験活動ができる「放課後子ども数室」 （文

部科学省）と「学童クラブ事業」 （厚生労働省）を小学校で実施するものです。

平成 19年度中は、小学校全 8校において「放課後子ども数室」を実施しノ

ていくとともに、※ 1アフタースクー）レ実施校以外の小学校における平成 20

年度以降の「学童クラブ事業」導入を検討していきます。

※ 1 

ヽ
「アフタースクール」：麹町・番町・千代田小学校施設内で実施している民営の学重クラブ事業

A 

【イメーシ図】

◆自由遊びの場
◆体験の場、学びの場
◆スポーツの場

＼
 

学童クラブ事業

＋
 

◆小学校における学童クラブ

校庭や体育館で思いっきリ
体を動かして遊びます

安全で安心な居場所として、
自由にすごします

宿題や予習・復習等の
学習活動も行います

指導員による
生活指導を行います
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平成19年3月14日

発 ノ1丁ー

営杖保建令r,’ょヽ）
千代田区学校保健会

会長村上みな子

（昭和52年5月15日創刊）

平成18年度千代田区学校保健大会開催

平成18年度学校保健大会が、千代田区にお

ける学校保健 ・学校給食の充実を図り、幼

児 ・ 児童•生徒の健康づくりを推進し、その

実績と成果を集大成し、さらに健康教育の充

実と発展に資することを目的として平成18年

11月16日 （木）いきいきプラザ一番町「カス

ケードホール」において開催されました。

当日は学校保健関係者をはじめ、学校教職

員 •PTAの方々など多数の参加者が来場し、

午後 2時小熊朝秀学校保健会副会長の司会に

より開会しました。

八幡則子学校保健会副会長の開会のことば

から始まり、村上みな子学校保健会会長の挨

拶に続き、来賓の石川雅己区長、近藤明義教

育委員長からご祝辞を賜りました。続いて、

永年にわたり学校保健に尽力された功労者の

表彰式が行われ、今年度は3名の方が受賞され、

村上会長から表彰状と記念品が手渡されまし

た。

司会が佐々木弘叔学校保健会監事にかわり、

2部会の代表による口頭での研究発表が行われ

ました。

日頃の学校保健活動の研究成果について、

専門の先生方に よるパソコンの映像を利用し

ての発表や、具体的な実演を交えてのわかり

やすい発表がありました。

閉会にあたって、愛知徹也学校保健会理事

が挨拶し、ご協力をいただいた方々への感謝

を述べました。
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千代田区学校保健会会長村上みな子

（千代田区立神田一橋中学校長）

佐竹先生へ表彰状が手渡されました
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一小学校の教科担任制とは一
ほとんどの教科を一人の担任教員が教えている小学校で、教員が得意とする教科を担任以

外の学級でも指導するようにして、より専門性の高い、充実した授業を展開しようとするものです。

平成18年度学校保健功労者

千代田小学校薬剤師

ー和多 澄佳先生
お茶の水幼稚園薬剤師

増 渕 英 寿 先 生
番町小学校養護教諭

佐 竹史枝 先生

〇得意な教科を教えることで

より 質の高い充実した指導

〇多くの教師の 目で

より きめ細かい学習や生活の指導

子どもたちに

確かな学力を

楽しく生き生きとした

学校生活を

そのだめに…

0非常勤講師を各校2名ずつ配置します

｛
 

とのようI2…
0交換授業を中心に

担任は得意な教科 (2~3科目）について同学年などで授業を交換し、

複数の学級で指導します。

0非常勤講師は

教科担任制を実施する授業で、 一つの学級を複数の教員が指導するティーム ・ティーチングや

子どもたちを少人数のグループに分けそれぞれに教員がつき指導する少人数指導を行うために

入ります。

また副担任として、生活面においても担任に協力して指導します。

0主に高学年で

専科担当教員や非常勤講師などが副担任として学級にかかわれるようになります。

難待できる室と；•• 』
0専門性の高い教員の指祁によ って

授業の組立や指導方法を工夫 ・充実し、より質の高い指導を行い、一人一人の

子どもの力が伸びます。

〇多くの教師のかかわりによ って

いろいろな見方で子どもを見つめ、よい面を伸ばしたり、不登校やいじめなど

問題行動の早期発見、早期対応が可能になったりします。

〇教師にとって

より多面的に子どもを見たり、理解したりする機会が増え、指導方法や評価方

法等について互いの研修の場となります。
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番町小学校 富士見小学校

キャロットライス ・ホワイ
トカレー ・ビーンズやさい

ドレッシング・ニ色ゼリ

ー ・牛乳

エネルギー 684kcal 
たんばく質 20.lg 

お茶の水小学校 千代田小学校
ヵーリ， 9トースト

．． 

フロ 9,'ー虎鼻二

った・ :̀ 9 9., 9 . 
ガーリックトースト・ポー

クシチュー ・ブロ ッコリー
の温菜 ・フルーツパンナコ

ッタ ・牛乳

エネルギー 695kcal 
たんぱく質 27.lg 

昌平小学校 和泉小学校

栗ごはん・みそ汁・根菜の

煮物・アーモンドマドレー

ヌ・牛乳

エネルギー 719kcal 
たんばく質 22.6g 

麹町中学校 ・神田一橋中学校・九段中等教育学校

＼ ！ 秋い つ ばいご飯 • さんまの
塩焼き・五目煮没し•さつ
ま汁 ・みかん ・牛乳

エネルギー 886kcal 
たんばく質 37.3g 

吹き寄せごはん・きのこと

里芋のみそ汁 • いが栗揚
げ ・菊花あえ煮 ・みかん ・

牛乳

エネルギー696kcal
たんばく質28.9g

麦ごはん・みそ汁・くじら

のたった揚げ ・カラフル温

野菜・フルーツゼリー ・牛

乳

エネルギー 652kcal 
たんばく質 31.0g 

カニあんかけチャーハン ・

鶏とチンゲンツァイのスー

プ ・はるまき ・マンゴープ

リン ・牛乳

エネルギー 684kcal 
たんばく質 25.2g 

研究発表

冒；謂l
(1)結核の現状と新しい結核健診

学校医 ・幼稚園医部会

学校専門医 ・幼稚園専門医部会

泉田秀輝

(2)給食指導の実践報告

ー食生活に関心をもち、食べ物を大切にする心をはぐくむ給食指導ー

学校給食主任部会

駆譴昌＇躙
(3) ダニ又はダニアレルゲン検査

(4)未来につなげる健康づくり

「食を通した主体的な健康づくり」

(5)未来につなげる健康づくり

「パワーポイントを用いた保健指導のための教材づくり」

(6) 「心と体の健康づくり」と保健主任の役割

ー食に関する指導から健康教育全体計画ヘー 小学校保健主任部会

(7) 「心と体の健康づくり」についての指導の在り方と保健主任の役割

-「食」に関する取組一 中学校保健主任部会

(8)心と体の健康づくりをめざす学校給食

ー食に関する指導事例や教材作りを通して生きる力をはぐくむ一 学校栄養職員部会

学校給食展示メニュー

学校薬剤師 ・幼稚園薬剤師部会 清水弘明

小学校養護教諭部会

中学校養護教諭部会

'し

麹町小学校

．，．．．h：：！：・;：出．．

．． ● ’••一

チャイナそぽろごはん・い

かフライ ・ゆで野菜・はく

さいスープ・ ニ色みかんゼ
リー・牛乳

エネルギー 669kcal 
たんばく質 29.0g 

三色ごはん ・いもっこ汁 ・

わかめの炒め物 ・くだも
の・牛乳

エネルギー 627kcal 
たんばく質 24.3g 

九段小学校
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特別支援教育の考え方
障害のある子どもたちの教育は、これまで障害の種類や程度に応じて心身障害学級などの特

別の場で行われてきました。これからは通常の学級に在籍する LDや ADHD等のこれまで障害

として認められていなかった種別も含め、特別な支援を必要とする子 どもたち一人一人の教育

的ニーズに応じた支援をしていく教育体制に変わ ります。

千代田区では

千代田区教育委員会では、特別支援教育本格実施に向け、 平成 18年度に特別支援教育推進協

議会を設置し、特別支援教育にかかわる本区の課題について整理 し、 様々 な課題について「提

言」を行い、方向性を具体化しました。

ここでは、 「提言」を受けて、 平成 19年度に実施を計画している主な内容を紹介します。

し̀ .J心一潤船非：：叫暉い’
〇 専門家 （巡回相談員等）かりの助言をもとに通常の学級に在籍する支援の必要な個々の子

どもへの適切な指導をしていきます。 また 、 必要に応じ、学習•生活支援員を派遣します。

0 個別の指導計画を作成し 、障害の種別や程度に応じた教育を行います。

（個別の指導計画には保護者の意見や専門家からの助言を取り入れます）

〇 今までの心身障害学級の名称が変わり「特別支援学級」になります。

また、 LDや ADHD等の軽度発達障害のある児童の通級指導学級への通

級が月 1回から可能となります。

I’r.l『訊＇『平窃11’'’II11、9り屈がHl
〇 児童・家庭支援センターがセンター機能をもち 、教育委員会、療育機関、医療機関等がそ

れぞれの役割を明確にしたうえで個々の子どもへの支援について連携・協力を具体的に進め

ます。

0 「個別指導計画」「就学支援シート」を活用し、校内での委員会を充実するとともに、就学

（園）時や進級時の接続をスムーズにします。

,i需瓦r品己四口rm,l:'

0 教育委員会が、学校 （園）保育園関係者・保護者・地域に対して研修・

講習会等を実施し 、区全体の特別支援教育の理解・啓発に取り組みます。

LD （学習障害）
全般的な知的発達に遅れはないが、聞 く、話す、読む、湛く 、計算する、ま たは推論する能力のう

ち特定のものの修栂と使用に著しい困難を示す様々な状態

ADHD（注意欠陥／多動性障害）
年齢あるいは発達に不釣合いな注意力、衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で、社会的な活動

や学業の機能に支節をきたす状態

平成18年度 東京都教育委員会表彰

忌
〈健康づくり功労〉

いずみこども園薬剤師

廣瀬一成先生

在任期間

昭和50年7月～現在

富士見小学校歯科医

井上豊郎先生

在任期間

昭和57年4月～現在

廣瀬先生は学校 ・こども 園等薬剤師として31年以上、また井上先生は学校歯科医として24

年以上の永きにわたり、 園児 ・児童の健全育成に熱心に取 り組み、 学校保健の普及充実に努

力され学校教育の向上に尽力された功績により、健康づくり功労として表彰されました。

お二人の先生方には、 今後もますますのご健康とご活躍をお祈 りいたします。

表彰式 平成18年12月12日 （火）

会 場 東京都庁第一本庁舎5階大会議場

（
 

平成18年度第57回関東甲信越静学校保健大会 I 

........................................................................................ ． ． ： 平成 18年度 第57回関東甲信越静学校保健大会が8月24日（ 木）に山梨県 ： ． ： 民文化ホールで開催さ れ、千代田区から中学校 1名、中等教育学校 1名計 2名 ： ． ： の養護の先生が参加しました。 ： ． ． 
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 1 

〈研究会内容〉

【特別講演】

講師 内藤いずみ （ふじ内科クリニ ック院長）

演題 「身近ないのちの終わりにふれて一在宅ホスピス医からのメッセージ」

． 【特別研究協議】

第 1班 （学校経営と学校保健）課題： 教育目標具現化を目指す学校保健

協議内容： 1.児童生徒が豊かな心とたくましく生きる力を育むための学校保健安全計

画のあり方

2. 家庭及び地域社会との連携を円滑に推進する学校保健委員会のあり方

第2班 （健康教育）課題： 心身の健康を保持増進していく力を育む健康教育

協議内容： 1.自ら学び、考え 、判断し 、よりよく問題を解決する力と豊かな人間性を

育む保健学習のあり方

2. 実践力につながる健康教育のとりくみ

第3班 （学校歯科保健）課題： 歯・ロの健康づくりを目指す学校歯科保健活動

協議内容： 1. 歯•口の健康づくりを目指す学校歯科保健活動

2. 自己管理能力の育成をめざす健康教育の推進

第4班 （学校環境と安全教育）課題： 快適な学校環境づくりと安全な生活を送るための実践力

を高める安全教育

協議内容： 1.計画的・組織的な学校環境衛生活動の実施と事後措置のあり方

2. 家庭及び地域社会と連携した安全教育・安全管理のあり方

， 〈参加した養護教諭の感想〉

多様化する社会環境に伴う子どもたちの心や体に現れている健康上の問題を解決するための

視点を学校保健関係者が共有することの大切さを痛感 しました。そして生徒の心や体に寄り添

い、生徒に向かい合う教育現場にいることの意味を、ス ロー ガンや建前だけでは向かい合えな

いことを改めて確認できた大会でした。

，
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る学離

．
 

後難謙程の出飛事

▲安全指導
警察の方の指導で実地歩行訓練。

ー富士見幼稚園一

▲おもちつき
「おいしいおもちができるといいね」地域の方に鏡も
ちを作っていただきました。 一 いずみこども園 一

▲伝統文化に触れる会
3学期の始業式、獅子舞と木遣りで新年を祝いまし
た。 一 お茶の水小学校 一

▲カリフラワーの収穫
「ウワー、おいしそう」

＇ ｀ 

--- -▲理科の研究発表会
みんな真剣に授業を受けま した。

一昌平幼稚園一

一 番町小学校 一

▲校内展
上級生や友達のできばえに 「これ、上手 ！」の声 し
きり 。 一麹町中学校一

（
 

（
二
十
＿
世
紀
倶
楽
部
主
催
）

r

J
 

一夢
の
課
外
授
業

一

＝

フ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
各
界
で
活
躍
す
る
方
が
小
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
]

-

ー

交
流
の
中
で
、
生
き
る
力
や
夢
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
心
を
伝
え
る
特
別
な
授
業
で
す
。

一

―

―

 

一

本
年
度
は
、
夢
の
課
外
授
業

一

r

.

』

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
（
実
施
時
は
読
売
巨
人

軍
）
の
工
藤
公
康
投
手
が
、
12
月
7
日
（
木
）

に
富
士
見
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

工
藤
さ
ん
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
有

名
な
投
手
の
投
げ
方
の
分
解
写
真
を
本
で
見

て
、
自
分
の
投
球
フ
ォ

ー
ム
を
研
究
し
た
と
い

う
少
年
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
プ

ロ
野
球
に

入
っ
た
は
じ
め
の
4
年
間
の
苦
し
い
練
習
で
基

礎
体
力
を
付
け
た
体
験
談
を
紹
介
し
、
常
に
自

分
で
考
え
て
努
力
し
て
い
く
大
切
さ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

ま
し
た

。
「
質
問
タ
イ
ム
」
で
は

「
夏
休
み
が
な
く
な
る
の
で
早
く
負
け
よ
う
と

思
っ
て
投
げ
た
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
よ
い
ピ

ッ
チ
ン
グ
が
で
き
た
」
と
甲
子
園
で
の
意
外
な

逸
話
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
笑
い
声
が

起
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
技
指
導
の
中
で
は

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

を
し
な
が
ら
、
投
げ
方
や
捕
り
方
を
ほ
め
て
も

ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
終
わ
り
に
は
校
庭
の
ト
ラ
ッ

が

2
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ク
に
全
児
童
が
並
ん
で
、
「
ハ
イ
タ
ッ
チ
」
を

し
な
が
ら
笑
顔
で
さ
よ
う
な
ら
を
し
ま
し
た
。

亮
太
さ
ん

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
五
十
嵐
亮
太

投
手
が
、

12
月
13
日
（
水
）
に
昌
平
小
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
さ
ん
は
少
年
野
球
の
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
を
尋

「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」

五
十
嵐

「
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
」

工

藤

公

康

さ

ん

ね
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

一
人

一
人
に
丁
寧

に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
、
夢
を
も
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
御
自
身

の
肘
の
け
が
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
が
、
五

十
嵐
さ
ん
が
粘
り
強
く
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む

様
子
を
聞
く
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。
そ
し
て
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に

努
力
を
積
み
重
ね
る
姿
勢
と
、
再
び
マ
ウ
ン
ド

に
立
と
う
と
す
る
力
強
い
言
葉
に
拍
手
が
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
実
技
指
導
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
見
な
が
ら
的
確

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
り
、
ヤ
ク
ル
ト
で
行

わ
れ
て
い
る
敏
し
ょ
う
性
を
養
う
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
紹
介
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
大
き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
全
員
で
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

□
,
'
 

＂
者
選
考
の
た
め
の
適
性
検
査
を
行
＞

2
月

9
.

・
日
面
に
合
格
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

＂

適
性
検
査
の
受
検
状
況
は
左
表
の
通
り
で
す
。
＂

適性検査受検状況
募集区分B 千代田区民以外の都民 募集区分A 千代田区民

募集人員 受検人員 倍率 募集人員 受検人員 倍率

403人 10 08倍 68人 1 70倍
男 40人 男 40人

(1 6倍）(396人）(9 9倍） (63人）

485人 12.13倍 78人 1 95倍
女 40人 女 40人

(1 5倍）(435人）(10,9倍） (59人）

888人 11.10倍 146人 1 83倍
計 80人 計 80人

(831人）(10.4倍） (122人）(1.5倍）
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教
育
に
関
し
て
は
、
年
齢
を
問
わ

ず
自
ら
受
け
た
教
育
、
あ
る
い
は
、

自
ら
の
人
生
を
顧
み
る
こ
と
か
ら
多

く
の
方
々
が
様
々
な
「
教
育
論
」
を

展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
日
、
教
育

再
生
会
議
に
限
ら
ず
教
育
問
題
が
新
聞
紙
上

を
賑
わ
し
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま

す
。し

か
し
、
よ
り
よ
い
教
育
実
践
に
つ
な
が

る
明
確
な
解
答
は
、
な
か
な
か
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な

立
派
な
教
育
論
を
説
か
れ
て
も
、
社
会
を
築

く
私
た
ち
人
間
が
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
は

ぐ
く
む
と
い
う
「
共
育
や
協
育
」
の
視
点
を

も
っ
て
子
ど
も
に
か
か
わ
ら
な
い
限
り
、
そ

の
実
現
は
難
し
い
か
ら
で
す
。
ま
し
て
子
ど

も
に
と
っ
て

一
番
身
近
な
親

・
教
師

・
地
域

社
会
の
大
人
が
、
共
に
育
ち
、
力
を
注
ぐ
こ

と
な
く
し
て
教
育
の
充
実
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
身
近
に
か
か
わ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
モ
デ
ル
と
し
て
示
す
教
育
「
鏡
育
」

の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

様
々
な
技
や
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
稽

古
の
本
髄
は
、
よ
い
お
手
本
を
持
ち
、
共
に

努
力
す
る
仲
間
が
い
る
こ
と
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
子

ど
も
に
と
っ
て
、
生
き
る
力
で
あ
る
人
間
力

を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な
よ
き
お
手

本
た
る
親
や
教
師
、
地
域
社
会
の
大
人
の
存

’ 

在
は
不
可
欠
で
す
。
大
き
く
な

っ
た
ら
「
あ

の
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
、
あ
の
よ
う
に

生
き
た
い
」
と
あ
こ
が
れ
と
、
夢
を
与
え
る

モ
デ
ル
と
し
て
の
大
人
の
存
在
は
鏡
と
し
て

の
教
育
者
で
あ
り
、
子
ど
も
が
目
指
す
大
人

像
、
将
来
像
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

人
生
の
先
輩
と
し
て
の
身
近
な
大
人
が
社

会
の

一
員
と
し
て
、
自
ら
の
人
生
を
精

一
杯

生
き
る
姿
を
示
す
こ
と
こ
そ
、
ど
の
よ
う
な

教
育
論
の
展
開
よ
り
も
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、

い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
教

育
の
姿
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
新
た
な
る
教

育
体
制
が
整
い
、
経
験
農
富
で
優
秀
と
言
わ

れ
る
教
育
専
門
家
を
揃
え
て
も
、
身
近
に
目

き
ょ

想随

う
い
く

指
す
大
人
像
の
存
在
な
く
し
て
望
ま
し
い
子

ど
も
の
育
ち
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
と
は
、
自
ら
の
姿
が
、
将
来
を
切
り

開
く
子
ど
も
た
ち
の
目
指
す
姿
で
あ
る
こ
と

を
人
間
と
し
て
命
あ
る
限
り
示
し
続
け
て
い

く
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
あ

っ
て、

私
た
ち
大
人
が
自
己
実
現
を
目
指
し
、
子
ど

も
の
育
ち
を
導
く
こ
と
が
人
間
と
し
て
の
役

割
で
も
あ
り
ま
す
。
子
は
親
の
鏡
と
言
わ
れ
、

親
の
姿
そ
の
も
の
が
子
ど
も
の
姿
と
し
て
映

る
こ
と
を
、
親
と
し
て
、
先
に
命
受
け
た
者

と
し
て
示
す
責
任
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。
と

は
言
え
我
が
身
を
顧
み
る
と
き
に
親
と
し
て

ま
た
、
少
な
か
ら
ず
社
会
の

一
貝
と
し
て
よ

き
鏡
で
あ
る
か
否
か
自
ら
に
問
い
続
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
教
育

は
鏡
で
あ
り
、
育
て
た
い
よ
う
に
自
ら
の
生

き
方
を
示
す
こ
と
こ
そ
私
た
ち
に
で
き
る
最

大
の
教
育
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

よ
き
鏡
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
鏡
に
向

か
い
、
「
鏡
は
先
に
笑
わ
な
い
」
と
自
ら
に
語

り
か
け
、
鏡
た
る
者
の
責
任
の
重
さ
と
誇
り

を
感
じ
つ
つ
、
我
が
身
を
振
り
返
る
昨
今
で

す
。

千
代
田
図
北
11

館
は
特
別
整
刑
（晦
書
）
と
新

千
代
川
図
仕
い
館
（九
段
南

一
ー
ニ
ー
一
）

へ
の
移

転
開
館
準
備
の
た
め

三
月

t

-H
（
月
）
か
ら

五

月

六
H

(

R

)

ま
で

休
館
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、

一二
月
ト
一
百口

（月
）
か
ら
五
月

六
1

1

(

1

1

)

ま
で
は
千
代
田
図
I
t11
館
所
蔵
費
料

の
代
出
し
、
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

滋
く
だ
さ
い
。

な
お
、
千
代
田
図
仕
り
館
で
お
渡
し
す
る
連

絡
の
あ

っ
た
f
約
脊
料
の
引
渡
し
及
び
査
料

の
返
却
を
受
け
る
た
め
、
現
千
代
田
図
書
館

一
階
に
臨
時
窓
日
を
開
設
し
ま
す
。
時
間
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
で
す
。（
※
四
月
二

ト
ニ

H

(

U

)

は
お
休
み
で
す
）

千
代
田
区
教
育
広
報
誌

「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
7
9
号
は
、

行
予
定
で
す
。

5
月
下
旬
の
発

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
七
十
八
号

平
成
十
九
年
三
月
十
四
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
6
番
ll
号

6
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
0
3
(
5
2
l
l
)
4
3
5
2

問
合
せ
先

千
代
田
図
代
2

館

6

(5
2
1
1
)
4
2
8
9
i
9
0
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